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雲南市の給与・定員管理等について 

 

１ 職員の勤務時間その他の勤務条件 
 

(1) 人件費の状況（普通会計決算）  

区 分 

 

住民基本台帳人口 

（令和3年1月1日） 

歳出額 

Ａ 

実質収支 

 

人件費 

Ｂ 

人件費率 

Ｂ／Ａ 

(参考) 

元年度の人件費率  

2年度 
人 

37,102 

千円 

34,001,563 

千円 

359,334 

千円 

4,538,739 

％ 

13.3 

％ 

13.6 

 

(2) 職員給与費の状況（普通会計決算） 

区 分 

 

職員数 

Ａ 

給   与   費 一人当たり 

給与費 

Ｂ／Ａ 

（ 参 考 )類 似 団

体平均一人当た

り給与費  
給 料 職員手当 期末･勤勉手当 計 Ｂ 

2年度 
人 

432 

千円 

1,737,800 

千円 

348,823 

千円 

711,207 

千円 

2,797,830 

千円 

6,476 

千円 

5,825 

（注）１ 職員手当には退職手当を含まない。 

２ 職員数は、令和２年４月１日現在の人数である。 

 

(3) ラスパイレス指数の状況 

 
（注）１ ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較する

ため、国の職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職

俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指数。 

２ （）書きの数値は、地域手当補正後ラスパイレス指数を指す。地域手当補正後ラスパイレ

ス指数とは、地域手当を加味した地域における国家公務員と地方公務員の給与水準を比較

するため、地域手当の支給率を用いて補正したラスパイレス指数。 

（補正前のラスパイレス指数×（１＋当該団体の地域手当支給率）／（１＋国の指定基準に基
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づく地域手当支給率）により算出。） 

３ 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平

均したものである。 

 

※ 令和３年４月１日のラスパイレス指数が、[1]３年前に比べ１ポイント以上上昇している場合、

[2]３年連続で上昇している場合、[3]100 を超えている場合について、その理由及び改善の見込み 

[2]３年連続で上昇している理由として、経験年数階層が上昇に寄与する方向に連続して変動し

ている。職員採用等、人員構成の見直しにより改善を図る見込みである。 

 

 

(4) 給与制度の総合的見直しの実施状況について 

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び地域手

当の支給割合の見直し等に取り組むとされている。 

 

①給料表の見直し  

［ 実施   未実施 ］ 

実施内容（平均引下げ率、実施（実施予定）時期、経過措置の有無等具体的な内容（未実施の場合

には、その理由）） 

（給料表の改定実施時期） 平成２７年４月１日 

（内容） 人事院勧告に基づく給与制度の総合的見直しを踏まえ、国並みの引下げ。ただし、給

料月額が切替日の前日に受けていた給料月額に達しないときは、平成３０年３月３１日

までの間、その差額に相当する額を給料として支給する（現給保障）。 

 

②地域手当の見直し  

実施内容（国基準における場合の支給割合及び当該団体の支給割合） 

雲南市は、国基準による支給対象地域なし。 

 

 

③その他の見直し内容  

その他の手当についても、国の改正内容に準じて見直しを実施。 

 

 

(5) 特記事項 

なし 
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２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況 
 

(1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和３年４月１日現在）  

①一般行政職  

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額 

(国比較ベース) 

雲南市 45.2歳 347,678円 419,870円 379,720円 

島根県 42.6歳 318,604円 394,479円 345,828円 

国 43.0歳 325,827円 ─ 407,153円 

類似団体 42.3歳 314,815円 371,896円 341,141円 

（注）１ 「平均給料月額」とは、令和３年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均

である。 

２ 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間

外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査に

おいて明らかにされているものである。 

また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝

時間外勤務手当等を除いたもの）で算出している。 

 

(2) 職員の初任給の状況（令和３年４月１日現在）  

区    分 雲 南 市 島 根 県 国 

一般行政職 
大 学 卒 182,200円 183,220円 182,200円 

高 校 卒 150,600円 151,443円 150,600円 

 

(3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和３年４月１日現在） 

区    分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年 経験年数30年 

一般行政職 
大 学 卒 ※253,783円  340,145円 380,900円  404,000円 

高 校 卒 ※213,400円 ※318,500円 347,800円  383,350円 

（注） ※は、当該階層の職員数が 3 人以下のため、近似階層の職員を含めた平均給料月額である。 

 

 

３ 一般行政職の級別職員数等の状況  

 

(1) 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（令和３年４月１日現在） 

区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比 
１号給の 

給料月額 

最高号給の

給料月額 

１級 主事又は技師の職務 9人 2.7％ 146,100円 247,600円 

２級 主任主事又は主任技師の職務 29人 8.7％ 195,500円 304,200円 

３級 副主幹又は副主幹技師の職務 17人 5.1％ 231,500円 350,000円 

４級 主幹又は主幹技師の職務 130人 39.2％ 264,200円 381,000円 

５級 統括主幹又は統括技師の職務 55人 16.6％ 289,700円 393,000円 

６級 次長、課長、室長又は主査の職務 73人 22.0％ 319,200円 410,200円 

７級 部長又は局長の職務 19人 5.7％ 362,900円 444,900円 

（注）１ 雲南市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。 

２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。 
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(2) 国との給料表カーブ比較表（行政職（一））（令和３年４月１日現在）  
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(3) 昇給への人事評価の活用状況  

令和3年4月2日から令和4年4月1日 

までにおける運用 
管理職員 一般職員 

イ．人事評価を活用している   

 

活用している昇給区分 
昇給可能な 

区分 

昇給実績が 

ある区分 

昇給可能な 

区分 

昇給実績が 

ある区分 

上位、標準、下位の区分     

上位、標準の区分     

標準、下位の区分     

標準の区分のみ（一律）     

ロ．人事評価を活用していない ○ ○ 

 活用予定時期 未定 未定 

 

 

４ 職員の手当の状況  

 

(1) 期末手当・勤勉手当  

雲 南 市 島 根 県 国 

１人 当 たり 平 均支 給 額（ 令和 2年 度 ）  

1,644千円 

１人 当 たり 平 均支 給 額（ 令和 2年 度 ）  

1,402千円 
－ 

（令和2年度支給割合） （令和2年度支給割合） （令和2年度支給割合） 

期末手当 

2.55 月分 

(1.45)月分 

勤勉手当 

1.90 月分 

(0.90)月分 

期末手当 

2.35 月分 

(1.20)月分 

勤勉手当 

1.75 月分 

(0.95)月分 

期末手当 

2.55 月分 

(1.45)月分 

勤勉手当 

1.90 月分 

(0.90)月分 

（加算措置の状況） 

職 制 上 の 段 階 、 職 務 の 等 級 に よ る 加 算 措 置  

役職加算 5～15％ 

（加算措置の状況） 

職 制 上 の 段 階 、 職 務 の 等 級 に よ る 加 算 措 置  

役職加算   5～20％ 

管理職加算 15～25％ 

（加算措置の状況） 

職 制 上 の 段 階 、 職 務 の 等 級 に よ る 加 算 措 置  

役職加算   5～20％ 

管理職加算 10～25％ 

（注） ( )内は、再任用職員に係る支給割合である。 

 

○勤勉手当への人事評価の活用状況  

令和3年度中における運用 管理職員 一般職員 

イ．人事評価を活用している ○  

 

活用している成績率 
支給可能な 

成績率 

支給実績が 

ある成績率 

支給可能な 

成績率 

支給実績が 

ある成績率 

上位、標準、下位の成績率 ○ ○   

上位、標準の成績率     

標準、下位の成績率     

標準の成績率のみ（一律）     

ロ．人事評価を活用していない  ○ 

 活用予定時期  未定 
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(2) 退職手当（令和３年４月１日現在） 

雲 南 市 国 

（支給率） 自己都合 応募認定・定年  （支給率） 自己都合 応募認定・定年  

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 

勤続35年 39.7575月分 47.709月分 勤続35年 39.7575月分 47.709月分 

最高限度額 47.709月分 47.709月分 最高限度額 47.709月分 47.709月分 

その他の加算額 その他の加算額 

定年前早期退職特例措置（2～30％加算） 定年前早期退職特例措置（2～45％加算） 

1人当たり平均支給額  

 - 千円 21,954千円    

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、令和 2 年度に退職した職員に支給された平均額であ

る。 

 

(3) 地域手当（令和３年４月１日現在） 

支給実績（令和2年度決算） 1,443千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（平成31年度決算） 480,880円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率） 

東京都（特別区） 20％ 3人 20％ 

大阪市 16％ 0人 16％ 

広島市 10％ 0人 10％ 

東広島市 3％ 0人 3％ 

 

(4) 特殊勤務手当（令和３年４月１日現在） 

支給実績（令和2年度決算） 0千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和2年度決算） 0円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和2年度） ─ 

手当の種類（手当数）  

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給実績 

(平成 31年度決算）  

左記職員に対す

る支給単価 

防疫等作業手当 感染症防疫従事職員 感染症防疫に従事し

た場合 

0千円 日額300円 

死体処理等従事手当 行旅死病人業務従事

職員 

行旅死亡者等の死体

処理に従事した場合 

0千円 日額3,000円 

行旅病人等の対応に

従事した場合 

0千円 日額1,000円 

 

(5) 時間外勤務手当  

支給実績（令和2年度決算） 142,288千円 

職員１人当たり平均支給年額（平成31年度決算） 423千円 

支給実績（平成 31 年度決算） 169,806千円 

職員１人当たり平均支給年額（平成 30 年度決算） 485千円 

（注） 職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（○年度決算）」と同じ年

度の４月１日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とは

ならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。 
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(6) その他の手当（令和３年４月１日現在） 

手当名 内容及び支給単価 
国の制度

との異同 

国の制度

と異なる

内容 

支給実績 

（令和2年度

決算） 

支給職員１人

当たり平均支

給年額 

（令和2年度

決算） 

扶養手当 扶養親族のある者 

・ 配偶者 6,500円 

・ 子 10,000円 

・ その他の扶養親族 6,500円 

・ 特定期間満 16歳年度初めか

ら満 22歳年度末までの子の

加算（1人につき） 5,000円 

同じ ─ 67,644千円 277,231円 

住居手当 借家・借間居住者 

①  家賃27,000円以下の場合： 

家賃－16,000円 

②  家賃27,000円を超える場合： 

（家賃－27,000円）×1/2＋

11,000円 

支給限度額28,000円 

同じ ─ 23,025千円 277,414円 

通勤手当 交通機関利用者 

 最高支給限度額 55,000円 

交通用具（自動車等）使用者 

 2km～24km以上 

 4,000円～26,500円 

異なる 交通用具

の区分及

び距離 

56,966千円 149,912円 

単身赴任手当 支給額 30,000円 

職員と配偶者の住居の交通距離

に応じ加算（8,000円～70,000円） 

同じ ─ ―千円 

 

―円 

 

管理職手当 支給額 

 部長級  66,400円 

 次長級  49,900円 

 課長級  41,600円 

 主査級  33,200円 

  60,161千円 562,250円 

休日勤務手当 祝日法による休日等及び年末年

始の休日等において正規の勤務

時間に勤務した職員に支給 

異なる 勤務1時

間当たり

の給与額

の算出方

法 

2,672千円 19,644円 

管理職員特別

勤務手当 

臨時又は緊急の必要その他公務

の運営の必要により週休日又は

休日に勤務した管理職員に支給 

支給額（勤務1回につき）12,000

円以内（実働時間が6時間を超え

る場合18,000円以内） 

異なる 支給区分

及び支給

額 

2,080千円 32,500円 

災害への対処その他の臨時又緊

急の必要により週休日等以外の
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日の午前0時から午前5時までの

間であって正規の勤務時間以外

の時間に勤務した管理職員に支

給 

支給額（勤務1回につき）6,000円

以内 

 

 

５ 特別職の報酬等の状況（令和３年４月１日現在） 

 

区  分 給 料 月 額 等 

給 

料 

  （参考）類似団体における最高／最低額  

市     長 890,000円  

（890,000円） 

950,000円／431,000円 

副  市  長 721,000円  

（721,000円） 

780,000円／420,000円 

 

報 

酬 

議     長 413,000円  545,000円／230,000円 

副  議  長 354,000円  474,000円／200,000円 

議     員 328,000円  442,000円／180,000円 

期
末
手
当 

市     長 

副  市  長 

（令和2年度支給割合） 

3.35月分 

議     長 

副  議  長 

議     員 

（令和2年度支給割合） 

3.35月分 

退
職
手
当 

 （算定方式） （１期の手当額） （支給時期） 

市     長 給料月額×450/100×在職年数 16,020,000円 任期満了時 

副  市  長 給料月額×270/100×在職年数 7,786,800円 任期満了時 

備   考  

（注）１ 給料及び報酬の（ ）内は、減額措置を行う前の金額である。 

２ 退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４

年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額である。 
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６ 職員数の状況  

 

(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由  

    （各年４月１日現在） 

区 分 

部 門 

職 員 数 対前年 

増減数 
主な増減理由 

令和3年 令和2年 

普
通
会
計
部
門 

一
般
行
政
部
門 

議会 5 5 0  

総務 135 137 △2  

税務 23 23 0  

民生 90 89 1  

衛生 27 22 5  

労働 4 4 0  

農林水産 40 40 0  

商工 14 15 △1  

土木 40 38 2  

計 

378 373 5 ＜参考＞ 

人口１万人当たり職員数 102.5人 

（類似団体の人口１万人当たりの 

職員数 80.99人） 

教育部門 49 59 △10  

小  計 

427 432 △5 ＜参考＞ 

人口１万人当たり職員数 115.8人 

（類似団体の人口１万人当たりの 

職員数 104.3人） 

会
計
部
門 

公
営
企
業
等 

病院 282 275 7  

水道 21 18 3  

下水道 4 7 △3  

その他 9 9 0  

小  計 316 309 7  

合   計 
743 

[909] 

741 

[909] 

2 ＜参考＞ 

人口１万人当たり職員数 201.6人 

（注）１ 職員数は一般職に属する職員数である。 

２ [     ]内は、条例定数の合計である。 
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(2) 年齢別職員構成の状況（令和３年４月１日現在） 

 

 

区 分 

20歳 

 

未満 

20歳 

～  

23歳 

24歳 

～  

27歳 

28歳 

～  

31歳 

32歳 

～  

35歳 

36歳 

～  

39歳 

40歳 

～  

43歳 

44歳 

～  

47歳 

48歳 
～  

51歳 

52歳 

～  

55歳 

56歳 

～  

59歳 

60歳 

 

以上 

計 

職員数 
人 

0 

人    

26 

人 

57 

人     

58 

人    

56 

人 

55 

人 

108 

人 

135 

人 

106 

人 

72 

人 

67 

人 

3 

人 

743 

 

 

(3) 職員数の推移 

（単位：人・％） 

年度 

部門別 

平成 28

年 

平成 29

年 

平成 30

年 

平成 31

年 

令和 2

年 

令和 3

年 

過去５年間 

の増減数（率） 

一般行政 398 389 383 374 373 378 △ 20（△ 5.0％ ) 

教育 61 60 60 59 59 49 △ 12（△ 19.7％）  

普通会計計 459 449 443 433 432 427 △ 32（△ 6.9％）  

公営企業等会計計 291 301 303 301 309 316 25（ 8.6％）  

総合計 750 750 746 734 741 743 △ 7（△ 0.9％）  

（注）１ 各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。 

２ 合併した団体にあっては、合併前の年については合併前の旧団体の合計職員数。 
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７ 公営企業職員の状況 
 

(1) 病院事業  

①職員給与費の状況  

ア 決算  

区 分 総費用 

 

Ａ 

純損益又は 

実質収支 

 

職員給与費 

 

Ｂ 

総費用に占める 

職員給与費比率 

Ｂ／Ａ 

（参考） 

30年度の総費用に占

める職員給与費比率 

2年度 
千円 

4,986,889 

千円 

△184,834 

千円 

1,951,939 

％ 

39.1 

％ 

35.3 

 

区 分 

 

職員数 

Ａ 

給   与   費 一人当たり 

給与費 

Ｂ／Ａ 

（ 参 考 )市 町 村

平 均 一 人 当 た

り給与費  
給 料 職員手当 期末･勤勉手当 計 Ｂ 

2年度 
人 

318 

千円 

1,140,745 

千円 

374,034 

千円 

437,160 

千円 

1,951,939 

千円 

6,139 

千円 

6,949 

（注）１ 職員手当には退職給与金を含まない。 

２ 職員数は、令和３年３月３１日現在の人数である。 

 

イ  特記事項  

なし 

 

③  職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（令和３年４月１日現在）  

区 分 平均年齢 基本給 平均月収額 

医師 40.7歳 484,171円 1,094,754円 

医療技術師 38.7歳 297,445円 346,410円 

看護師・准看護師 40.1歳 313,531円 387,250円 

事務員 43.5歳 348,365円 412,850円 

技能労務員 49.5歳 357,480円 379,327円 

（注） 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。 

 

③職員の手当の状況  

ア 期末手当・勤勉手当 

病 院 事 業 雲 南 市 

１人当たり平均支給額（令和2年度） 

1,375千円 

１人当たり平均支給額（令和2年度） 

1,645千円 

（令和2年度支給割合） （平成31年度支給割合） 

期末手当 

2.55月分 

勤勉手当 

1.90月分 

期末手当 

2.55月分 

勤勉手当 

1.90月分 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の等級による加算措置 

役職加算 5～10％ 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の等級による加算措置 

役職加算 5～15％ 
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イ 退職手当（令和３年４月１日現在）  

病 院 事 業 雲 南 市 

（支給率） 自己都合 応募認定・定年  （支給率） 自己都合 応募認定・定年  

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 

勤続35年 39.7575月分 47.709月分 勤続35年 39.7575月分 47.709月分 

最高限度額 47.709月分 47.709月分 最高限度額 47.709月分 47.709月分 

その他の加算額 その他の加算額 

退職前の職責等に応じた調整額を加算 定年前早期退職特例措置(2～30％加算） 

1人当たり平均支給額 1人当たり平均支給額 

 723千円 21,287千円  - 千円 21,954千円 

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、令和 2 年度に退職した職員に支給された平均額で

ある。 

 

ウ 特殊勤務手当（令和３年４月１日現在） 

支給実績（令和2年度決算） 100,679千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和2年度決算） 316,600円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和2年度） 66.5％ 

手当の種類（手当数） 8  

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価 

診療手当 医師 診療に従事した場合 経験年数により 

月額 0円～190,000円 

夜間看護手当 保健師、助産師、看護

師、准看護師 

深夜（午後10時から翌日午前

5時）において行われる看護

等の業務に従事した場合 

その勤務時間が深夜の全部

を含む場合 7,300円 

深夜における勤務時間が一

部で4時間以上の場合 

3,550円 

深夜における勤務時間が2時

間以上4時間未満の場合 

3,100円 

待機手当 医師 夜間、休日等において、病院

の医療業務が、宿日直及び勤

務を命じられた看護師及び

医療技術者のみで対応でき

なくなる場合に備えて、院長

があらかじめ勤務時間外に

待機することを命じた場合 

50,000円を超えない範囲で

管理者が定める額 

診療放射線技師、臨

床検査技師、助産師、

看護師、准看護師 

17:15～翌8:30 1,400円 

（2,600円） 

8:30～翌8:30 2,800円 

（5,200円） 

12:00～翌8:30 1,150円 

（2,350円） 

訪問看護 

24時間電話待機 500円/日 

訪問待機(平日)1,400円/日 

訪問看護(休日)2,800円/日 

放射線取扱手当 診療放射線技師 放射線を取り扱う作業に従

事する場合 

月額2,000円 

医師入院手当 医師 入院患者を受け持つ場合 患 者 1人 当 た り 初 回 に 限 り

5,000円 

分娩に従事した場合 1分娩につき20,000円 
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医師派遣手当 医師 派遣診療等をした場合 管理者が別に定める 

所長手当 医師 診療所長に任命された者 月額50,000円 

（注） 支給単位の（ ）内の金額は年末年始における金額 

 

エ 時間外勤務手当  

支給実績（令和2年度決算） 51,441千円 

職員１人当たり平均支給年額（令和2年度決算） 179千円 

支給実績（平成 31 年度決算） 61,226千円 

職員１人当たり平均支給年額（平成 31 年度決算） 231千円 

（注）１ 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。 

２ 職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（○年度決算）」と同

じ年度の４月１日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給

対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。 

 

オ その他の手当（令和３年４月１日現在）  

手 当 名 内容及び支給単価 

一般行

政職の

制度と

の異同 

一般行

政職の

制度と

異なる

内容 

支給実績 

（令和2年度

決算） 

支給職員１人

当たり 

平均支給年額 

（令和2年度

決算） 

扶養手当 扶養親族のある者 

・ 配偶者 6,500円 

・ 子 10,000円 

・ その他の扶養親族 6,500円 

・ 特定期間満16歳年度初めから

満22歳年度末までの子の加算

（1人につき） 5,000円 

同じ ─ 30,187千円 262,496円 

住居手当 借家・借間居住者 

④  家賃23,000円以下の場合： 

家賃－12,000円 

⑤  家賃23,000円を超える場合： 

11,000 円 ＋ 1/2 × （ 家 賃 －

23,000円） 

支給限度額27,000円 

同じ ─ 14,193千円 295,688円 

通勤手当 交通機関利用者 

 最高支給限度額 55,000円 

交通用具（自動車等）使用者 

 2km～40km以上 

 3,000円～32,600円 

異なる 交通用

具使用

者の通

勤距離

区分 

28,820千円 131,599円 

初任給調整手

当 

医師、歯科医師等採用が困難な職

種に支給 

同じ 支給対

象区分

及び支

給額 

73,961千円 3,215,696円 

管理職手当 支給割合（給料月額に対して） 

院長20/100 

統轄副院長及び副院長15/100 

名誉院長、名誉顧問、診療局長、

異なる 支給対

象区分

及び支

給額 

20,776千円 716,414円 
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部長、センター所長、次長及びセ

ンター副所長10/100 

課長、科長及び師長7/100 

管理職員特別

勤務手当 

臨時又は緊急の必要その他公 務

の運営の必要により週休日又 は

休日に勤務した管理職員に支給 

支給額（勤務1回につき） 

院長12,000円 

統轄副院長及び副院長8,000円 

名誉院長、名誉顧問、診療局長、

部長、センター所長、次長、セン

ター副所長、課長、科長及び師長

4,000円 

（実働時間が6時間を超える場合

100分の150を乗じた額） 

異なる 支給対

象区分

及び支

給額 

600千円 66,667円 
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(2) 水道事業  

①職員給与費の状況  

ア 決算  

区 分 総費用 

 

Ａ 

純損益又は 

実質収支 

 

職員給与費 

 

Ｂ 

総費用に占める 

職員給与費比率 

Ｂ／Ａ 

（参考） 

31年度の総費用に占

める職員給与費比率 

2年度 
千円 

2,127,202 

千円 

259,932 

千円 

139,758 

％ 

6.6 

％ 

8.7 

 

区 分 

 

職員数 

Ａ 

給   与   費 一人当たり 

給与費 

Ｂ／Ａ 

（ 参 考 )類 似 団

体 平 均 一 人 当

たり給与費  
給 料 職員手当 期末･勤勉手当 計 Ｂ 

2年度 
人 

21 

千円 

88,278 

千円 

15,113 

千円 

36,367 

千円 

139,758 

千円 

6,655 

千円 

, 

（注）１ 職員手当には退職給与金を含まない。 

２ 職員数は、令和２年４月１日現在の人数である。 

イ  特記事項  

 

②職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（令和３年４月１日現在）  

区 分 平均年齢 基本給 平均月収額 

水道事業 44.2歳 341,066円 511,425円 

団体平均 45.3歳 335,096円 502,816円 

 

③職員の手当の状況  

ア 期末手当・勤勉手当 

水道事業 雲 南 市 

１人当たり平均支給額（令和2年度） 

1,732千円 

１人当たり平均支給額（令和2年度） 

1,644千円 

（平成31年度支給割合） （平成31年度支給割合） 

期末手当 

2.55月分 

勤勉手当 

1.90月分 

期末手当 

2.55月分 

勤勉手当 

1.90月分 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の等級による加算措置 

役職加算 5～15％ 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の等級による加算措置 

役職加算 5～15％ 

 

イ 退職手当（令和３年４月１日現在）  

水道事業 雲 南 市 

（支給率） 自己都合 応募認定・定年  （支給率） 自己都合 応募認定・定年  

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 

勤続35年 39.7575月分 47.709月分 勤続35年 39.7575月分 47.709月分 

最高限度額 47.709月分 47.709月分 最高限度額 47.709月分 47.709月分 

その他の加算額 その他の加算額 

定年前早期退職特例措置(2～30％加算） 定年前早期退職特例措置(2～30％加算） 

1人当たり平均支給額 1人当たり平均支給額 

 - 千円 - 千円  - 千円 21,954千円 

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、令和 2 年度に退職した職員に支給された平均額で
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ある。 

 

ウ 地域手当（令和３年４月１日現在） 

支給実績（令和2年度決算） 0千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和2年度決算） 0円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率） 

東京都（特別区） 20％ 0人 20％ 

大阪市 16％ 0人 16％ 

広島市 10％ 0人 10％ 

東広島市 3％ 0人 3％ 

 

エ 特殊勤務手当（令和３年４月１日現在） 

支給実績（令和2年度決算） 0千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和2年度決算） 0円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和2年度） ─ 

手当の種類（手当数）  

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給実績 

(令和 2年度決算）  

左記職員に対

する支給単価 

防疫等作業手当 感染症防疫従事職員 感染症防疫に従事し

た場合 

0千円 日額300円 

死体処理等従事手当 行旅死病人業務従事

職員 

行旅死亡者等の死体

処理に従事した場合 

0千円 日額3,000円 

行旅病人等の対応に

従事した場合 

0千円 日額1,000円 

 

オ 時間外勤務手当  

支給実績（令和2年度決算） 4,574千円 

職員１人当たり平均支給年額（令和2年度決算） 305千円 

支給実績（平成 31 年度決算） 3,319千円 

職員１人当たり平均支給年額（平成 31 年度決算） 237千円 

（注）１ 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。 

２ 職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（○年度決算）」と同

じ年度の４月１日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給

対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。 
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カ その他の手当（令和３年４月１日現在）  

手当名 内容及び支給単価 

一般行

政職の

制度と

の異同 

一般行

政職の

制度と

異なる

内容 

支給実績 

（令和2年度

決算） 

支給職員１人

当たり平均支

給年額 

（令和2年度

決算） 

扶養手当 扶養親族のある者 

・ 配偶者 6,500円 

・ 子 10,000円 

・ その他の扶養親族 6,500円 

・ 特 定 期 間 満 16歳 年 度初め か ら

満22歳年度末までの子の加算（

1人につき） 5,000円 

同じ ─ 3,306千円 220,366円 

住居手当 借家・借間居住者 

⑥  家賃23,000円以下の場合：家賃

－12,000円 

⑦  家 賃 23,000円 を 超 え る 場 合 ：

11,000円＋1/2×（家賃－23,000

円） 支給限度額27,000円 

同じ ─ 1,203千円 300,675円 

通勤手当 交通機関利用者 

 最高支給限度額 55,000円 

交通用具（自動車等）使用者 

 2km～24km以上 

 4,000円～26,500円 

同じ ─ 2,639千円 155,205円 

単 身 赴 任 手

当 

支給額 30,000円 

職員と配偶者の住居の交通距離に

応じ加算（8,000円～70,000円） 

同じ ─ 0千円 0円 

管理職手当 支給額 

 部長級  66,400円 

 次長級  49,900円 

 課長級  41,600円 

 主査級  33,200円 

同じ ─ 3,392千円 565,400円 

管 理 職 員 特

別勤務手当 

臨時又は緊急の必要その他公務の

運営の必要により週休日又は休日

に勤務した管理職員に支給 

支給額（勤務1回につき）12,000円以

内（実働時間が6時間を超える場合

18,000円以内） 

同じ ─ 0千円 0円 

災害への対処その他の臨時又緊急

の必要により週休日等以外の日の

午前 0時から午前 5時までの間であ

って正規の勤務時間以外の時間に

勤務した管理職員に支給 

支給額（勤務1回につき）6,000円以

内 

 

 



職員の勤務条件等について 

 

１ 職員の勤務時間その他の勤務条件 

 

(1) 職員の勤務時間（標準） 

１週間の正規の 

勤務時間 

１日の正規の 

勤務時間 
開始時刻 終了時刻 休憩時間 

38 時間 45 分 7 時間 45 分 8 時 30 分 17 時 15 分 12時00分～13時00分 

 

(2) 休暇の概要 

種 類 概     要 

年次有給休暇 １年（暦年）につき２０日 

年末に年次有給休暇の使用残日数があるときは、２０日を限度として翌年に繰り越すことができる。 

公務傷病等休暇 職員が公務上又は通勤により負傷し、疾病にかかった場合において任命権者が療養を必要と認め

たときは、その療養中は有給休暇。 

私傷病休暇 職員が負傷し、又は疾病にかかった場合において任命権者が療養を必要と認めたとき９０日以内

の期間、その他市長が特に認める特定の疾患は１８０日、結核性疾患１年間は有給休暇とする。 

組合休暇 職員が任命権者の許可を得て登録された職員団体の業務又は活動に従事する期間。（無給） 

介護休暇 職員が、親族で負傷、疾病又は老齢により２週間以上にわたり日常生活を営むのに支障がある者

の介護をするため、６月の期間内で介護休暇を受けることができる。休暇期間中の給与は減額。 

介護時間 職員が、親族で要介護者の介護をするため、連続する３年の期間内、１日２時間以内において休

暇を受けることができる。（無給） 

特別休暇 特別休暇は、選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事故その他特別の事由がある場合に限って

与える。 

（参考） 「雲南市職員の勤務時間、休暇等に関する条例」、「雲南市職員の勤務時間、休暇等に関する規則」 

 

(3) 特別休暇の種類（主なもの） 

種 類 付 与 日 数 

骨髄提供のための休暇 必要と認められる期間 

ボランティア休暇 ５日以内 

慶弔休暇 本人の結婚：７日以内  妻の出産：３日以内 

忌引：配偶者１０日以内、父母７日以内（血族）等 

父母、配偶者及び子の追悼行事：年各々１日 

産前休暇 産前８週間以内（多胎の場合１４週間以内） 

産後休暇 出産の日の翌日から８週間 

育児時間 １日２回それぞれ６０分以内（満１歳まで） 

夏季休暇 ７月から９月までの間に３日以内 

子の看護のための休暇 １人につき５日以内、２人目以上は１０日以内 

女性休暇 ２日以内 

リフレッシュ休暇 ２日以内 

  



２ 職員の分限及び懲戒処分の状況 
 

(1) 分限処分者数（令和２年度） 

処分の種類 

処分事由 
降 任 免 職 休 職 降 給 合 計 

勤務成績が良くない場合 

（地方公務員法第 28 条第 1項第 1号） 

人 

 

人 

 

人 

 

人 

 

人 

0 

心身の故障の場合 

（地方公務員法第 28 条第 1項第 2号） 

（地方公務員法第 28 条第 2項第 1号） 

  1  1 

職に必要な適格性を欠く場合 

（地方公務員法第 28 条第 1項第 3号） 
    0 

その他     0 

合  計 0 0 1 0 1 

 

(2) 懲戒処分者数（令和２年度） 

処分の種類 

処分事由 
戒 告 減 給 停 職 免 職 合 計 

法令に違反した場合 

（地方公務員法第 29 条第 1項第 1号） 

人 

 

人 

 

人 

 

人 

 

人 

0 

職務上の義務に違反し、又は職務

を怠った場合 

（地方公務員法第 29 条第 1項第 2号） 

    0 

全体の奉仕者たるにふさわしくな

い非行のあった場合 

（地方公務員法第 29 条第 1項第 3号） 

 1   1 

合  計 0 1 0 0 1 

  



３ 職員の服務の状況 

 

(1) 職員の年次有給休暇の取得状況 

総付与日数 

Ａ（日） 

総取得日数 

Ｂ（日） 

全対象職員数 

Ｃ（人） 

平均取得日数 

Ｂ／Ｃ（日） 

消化率 

Ｂ／Ａ（％） 

17,719 4,407 456 9.7 24.9 

（注）対象期間は令和２年１月 1日から令和２年１２月３１日までとする 

 

(2) 育児休業の取得状況（令和２年度） 

区 分 育児休業取得者数 部分休業取得者数 うち両休業取得者数 

男性職員 
新たに取得した者 0 0 0 

前年度から引き続いて取得している者 0 0 0 

女性職員 
新たに取得した者 3 0 0 

前年度から引き続いて取得している者 7 0 0 

 

(3) 介護休暇の取得状況（令和２年度） 

区 分 介護休暇取得者数 
休暇の取得形式 

全日型中心 時間型中心 

男性職員 0   

女性職員 0   

計 0   

 

区 分 

介護休暇承認期間 

１月以下 
１月超え 

２月以下 

２月超え 

３月以下 

３月超え 

４月以下 

４月超え 

５月以下 
５月超え 

男性職員 0 0 0 0 0 0 

女性職員 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 0 0 

  



４ 職員の研修及び勤務成績の評定の状況 

 

(1) 研修の状況（令和２年度） 

区分 研修名 
受講者数 

（人） 
対象 

外部研修 

自治研修所研修 

新規採用職員 13 新規採用職員 

一般職員第Ⅰ課程 6 経験年数3～4年の職員 

一般職員第Ⅱ課程 4 経験年数7～10年の職員 

管理監督者第Ⅱ課程 14 新たに統括主幹等になった職員 

管理監督者第Ⅲ課程 12 新たに課長になった職員 

中堅職員 6 概ね34歳の職員 

選択研修 12 全職員 

特別セミナー 0 全職員 

その他研修機関研修 

市町村総合事務組合主

催研修 
24 全職員 

市町村振興協会主催海

外派遣研修 
0 全職員 

各種団体主催研修 0 全職員 

内部研修 

人権・同和問題研修 - 全職員 

接遇研修 13 全職員 

新規採用職員地域研修 13 新規採用職員 

人事評価研修 24 新規採用職員、新任管理職 

行政経営研修 - 全職員 

行政実務研修 - 全職員 

ハラスメント防止研修 - 全職員 

 

(2) 勤務成績の評定の状況（令和２年度） 

評定の回数 1回 

評定の時期 12月 

評定の対象人数 451人 

  



５ 職員の福祉及び利益の保護の状況 

 

(1) 安全衛生管理体制（令和２年度） 

区分 

総括安全衛生管理者 安全管理者 衛生管理者 安全衛生推進者等 

選任すべ

き事業場

数 

うち選任

事業場数 

選任すべ

き事業場

数 

選任すべ

き事業場

数 

選任すべ

き事業場

数 

うち選任

事業場数 

選任者数 選任すべ

き事業場

数 

うち選任

事業場数 

市長部局     1 1 2 9 9 

教育委員会        22 22 

 

区 分 

産 業 医 
委 員 会 

衛生委員会 安全委員会 左のうち

、安全衛

生委員会

として設

置してい

る事業場 

選任すべ

き事業場

数 

うち選任

事業場数 

選任者数 実選任者

数 

設置すべ

き事業場

数 

うち設置

事業場数 

設置すべ

き事業場

数 

うち設置

事業場数 

市長部局 1 1 1 1 1 1    

教育委員会          

 

(2) 職員のための福利厚生活動事業（令和２年度） 

事 業 名 事業の概要・目的 

安全衛生委員会の開催 
職員が職場で安全で健康に働けるようにするため、安全衛生委員会を開催し職場環

境・衛生管理について検討し対策を協議する 

メンタルヘルス対策事業 メンタルヘルスに関する意識向上を図るためメンタルヘルス講演会を開催する 

健康診断事業 職員に対して法定健康診断及び生活習慣病対策としての各種健康診断を実施する 

特殊健康診断事業 ＶＤＴ健診及び石綿健診を実施する 

 

定期健康診断 

対象者 受診者 

人 

649 

人 

631 

※人間ドック受診者を含む 



職員の競争試験及び選考の状況 

１ 競争試験（令和３年度） 

（１）採用試験（市役所） 

試験区分 受験資格 
試験日程 試験内容 

受付期間 1 次試験 2 次試験 1 次試験 2 次試験 

一般事務 

（社会人経

験者） 

(1) 令和3年9月1日から

勤務可能な方 

(2) 昭和 61 年 9 月 2 日か

ら平成8年 9月 1日まで

に生まれた方 

(3) 令和 3 年 3 月 31 日現

在、県外在住者かつ県外

民間企業等で正社員と

しての勤務経験を通算 3

年以上有する方 

令和 3 年

4 月 1 日

～令和 3

年 4 月 26

日 

令和 3 年

5月 9日 

令和 3 年

5月 23 日 

①教養試験 

②事務適性

検査 

③職場適応

性検査 

④作文試験 

個別面接 

土木 

（社会人経

験者） 

①教養試験 

②事務適性

検査 

③職場適応

性検査 

④作文試験 

⑤専門試験 

建築 

（社会人経

験者） 

一般事務 

（大卒程度） 

(1) 昭和 62 年 4月 2日

から平成 12 年 4 月 1

日までに生まれた方 

(2) 学歴制限無し 

令和 3 年

5 月 11 日

～令和 3

年 6 月 10

日 

令和 3 年

6月 20 日 

令和 3 年

7月 18 日 

①教養試験 

②事務適性

検査 

③職場適応

性検査 

④作文試験 

個別面接 

土木 

（短大・高専

卒程度） 

(1) 昭和 62 年 4月 2日

から平成 14 年 4 月 1

日までに生まれた方 

(2) 学歴制限無し 

①教養試験 

②事務適性

検査 

③職場適応

性検査 

④作文試験 

⑤専門試験 

建築 

（短大・高専

卒程度） 

(1) 昭和 62 年 4月 2日

から平成 14 年 4 月 1

日までに生まれた方 

(2) 学歴制限無し 

保育士・幼稚

園教諭 

（免許取得・

見込者） 

(1) 昭和 62 年 4月 2日

以降生まれで、保育士

資格と幼稚園教諭免

許の両方を有する（取

得見込み含む）方 

(2) 学歴制限無し 

一般事務 1 

（大卒程度） 

(1) 昭和 62 年 4月 2日

から平成 12 年 4 月 1

日までに生まれた方 

令和 3 年

8 月 6 日

～令和 3

年 9 月 6

令和 3 年

9月 19 日 

令和 3 年

10 月 17

日 

①教養試験 

②事務適性

検査 

③職場適応

個別面接 



日 性検査 

④作文試験 

一般事務 2 

（高卒程度） 

(1) 昭和 62 年 4 月 2 日か

ら平成 16 年 4 月 1 日ま

でに生まれた方 

 

令和 3 年

8 月 6 日

～令和 3

年 9 月 6

日 

令和 3 年

9月 19 日 

令和 3 年

10 月 17

日 

①教養試験 

②事務適性

検査 

③職場適応

性検査 

④作文試験 

個別面接 

土木 1 

（短大・高専

卒程度） 

(1) 昭和 62 年 4 月 2 日か

ら平成 14 年 4 月 1 日ま

でに生まれた方 

①教養試験 

②事務適性

検査 

③職場適応

性検査 

④作文試験 

⑤専門試験 

土木 2 

（高卒程度） 

(1) 昭和 62 年 4 月 2 日か

ら平成 16 年 4 月 1 日ま

でに生まれた方 

土木 3 

（大卒程度） 

(1) 昭和 62 年 4 月 2 日か

ら平成 12 年 4 月 1 日ま

でに生まれた方 

建築 1 

（短大・高専

卒程度） 

(1) 昭和 62 年 4 月 2 日か

ら平成 14 年 4 月 1 日ま

でに生まれた方 

建築 2 

（高卒程度） 

(1) 昭和 62 年 4 月 2 日か

ら平成 16 年 4 月 1 日ま

でに生まれた方 

建築 3 

（大卒程度） 

(1) 昭和 62 年 4 月 2 日か

ら平成 12 年 4 月 1 日ま

でに生まれた方 

保健師 

（免許取得・

見込者） 

(1) 昭和 62 年 4 月 2 日以

降に生まれた方で、保健

師免許を有する（取得見

込み含む）方 

(2) 学歴制限無し 

保育士・幼稚

園教諭 

（免許取得・

見込者） 

(1) 昭和 62 年 4月 2日

以降生まれで、保育士

資格と幼稚園教諭免

許の両方を有する（取

得見込み含む）方 

(2) 学歴制限無し 

 

（２）試験実施結果 

試験区分 申込者数 
1 次試験 2 次試験 

採用者 
受験者 受験率 合格者 受験者 合格者 

一般事務（大卒程度） 55 45 81.8% 20 20 14 12 

一般事務（高卒程度） 17 16 94.1% 6 6 2 0 

一般事務（社会人） 6 5 83.3% 3 3 3 3 

土木（大卒程度） 1 0 0 0 0 0 0 



試験区分 申込者数 
1 次試験 2 次試験 

採用者 
受験者 受験率 合格者 受験者 合格者 

土木（短大・高専卒程度） 0 0 -  0 0 0 0 

土木（高卒程度） 1 1 100% 1 1 1 1 

土 木 （ 社 会 人 ） 1 1 100% 1 1 1 0 

建築（大卒程度） 1 1 100% 1 1 1 1 

建築（短大・高専卒程度） 0 0 -  0 0 0 0 

建築（高卒程度） 0 0 -  0 0 0 0 

建 築 （ 社 会 人 ） 0 0 -  0 0 0 0 

保 健 師 1 1 100% 1 1 1 1 

保育士・幼稚園教諭 10 9 90% 6 6 6 6 

合計 93 79 84.9 39 39 29 24 

 



行政職給料表（一）

（人） （％） 職名 （人） （人） （％） 段階

主事 11

技師 1

保育士 3

保育教諭 6

保健師 3

計 24

主任主事 28

主任技師 1

主任保育士 0

主任保育教諭 3

主任保健師 1

計 33

副主幹 18

副主幹技師 1

副主幹保育士 2

副主幹保育教諭 10

副主幹保健師 5

計 36

主幹 129

主幹技師 12

主幹保育士 4

主幹保育教諭 18

主幹教諭 2

主幹保健師 8

主幹栄養士 0

計 173

統括主幹 58

統括技師 2

統括保育士 0

統括保育教諭 0

統括教諭 0

統括保健師 1

計 61

次長 16

総合センター次長 6

管理監 2

管理検査監 0

課長 27

専門官 1

企画官 6

所長 3

園長 6

副園長 1

室長 3

主査 18

計 89

部長 10

総合センター所長 4

統括監 3

統括検査監 0

局長 1

会計管理者 1

計 19

合計 435 100.0

4.4
部
長
級

６級
次長、課長、室長又は
主査の職務

部長又は局長の職務７級 19 4.4 19

89 20.5 89 20.5

主
幹
級

61 14.0 61

次
長
・
課
長
級

統
括
主
幹
級

173

３級
副主幹又は副主幹技師
の職務

36 8.3 36

５級
統括主幹又は統括技師
の職務

173 39.839.8４級
主幹又は主幹技師の職
務

雲南市　等級及び職制上の段階ごとの職員数（令和3年4月1日現在）

１級 主事又は技師の職務 24 5.5

２級
主任主事又は主任技師
の職務

33 7.6

主
任
主
事
級

33 7.6

14.0

8.3

副
主
幹
級

24 5.5
主
事
級

等級
等級別基準職務表に規
定する基準となる職務

合計 内訳 職制上の段階


